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2010 年 07 年 05 日 

 

「プラント圧力設備溶接補修指針 CP‐0902」正誤表 

 

取消線部は削除箇所、アンダーライン部は修正箇所を示す。 

 

第 1 章 溶接補修一般 

P9, 図 3.3.1 差し替え 

欠陥・損傷検出

損傷状況・原因調査

溶接補修要否

溶接補修可否

溶接補修

運転

試験・検査

・日常点検

・SDM

・緊急停止検査

機器診断

・詳細検査

・運転履歴

・原因調査

・メンテナンス履歴

・FFS

・余寿命評価

・安全性評価

・材料経年劣化

・溶接性、変形・座屈

・耐圧試験の可否

・溶接補修要領書

・工事要領書

廃棄・更新

・モニタリング

No

Yes

Yes

Yes

No

・溶接補修記録

設備診断

No

 
P10，3.3.3 a 項 窓型溶接補修 → 窓形溶接補修 

P17, 4.4(3) 溶接棒管理 → 溶接材料管理 

a. 溶接棒は・・・・→ 溶接材料は・・・・ 
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P18, 図 4.4-1 差し替え 

 

P17,10 行目, 4.3 項(4)  

・・・・炭化物や金属間化合物が析出し・・・・ 

P22～24, 第 4.5 項 

(5),(6),(7),(8)を(6),(7),(8),(9)に修正。 

 

第 2 章 溶接補修方法   

P28，図 1.3.-1(主なきずの種類と除去後の形状） 

     W/D≧3 → W/D≧6 

P47，窓型溶接補修 → 窓形溶接補修 

   （以降、同じ修正） 

 

第 3 章 材料別溶接補修要領 

P128, 表 4.1-2 

P-No は全て、7から 6とする。注記として、ASME では 7である。 

P131, 表 4.1-5 

SUS329J4L の AISI 規格は、32250 から 32750 とする。 

 

第 5 章 国内外の溶接補修に関する法規・規格 

P336, 4～5 行目, 1.3.5 項, 

この規格は火力原子力技術協会技術指針を基本に作成されものであり、FFS 評価編、

検査編および補修編と体系化され、かつ FFS 評価編、検査編については国の法規への

取込が終わっている。 

P342, 2 行目, 2.2.1 項  

・さらに多くの指針が作成中であり、2008 年末頃に追加発行の予定であるされた。 

・表 2.2.6 差し替え（2008 年改訂版を追加） 

表 2.2-6  ASME PCC 溶接補修指針(2008) 

PCC-2-2.1 耐圧部材のはめ込み板の突合溶接 

Butt-Welded Insert Plates in Pressure Components 

PCC-2-2.2 内面減肉に対する外面溶接肉盛法 
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External Weld Overlay to Repair Internal Thinning 

PCC-2-2.3 シール溶接されたネジ継手とシール溶接補修 

Seal-Welded Threaded Connections and Seal Weld Repairs 

PCC-2-2.4 溶接漏れ補修ボックス 

Welded Leak Box Repair 

PCC-2-2.5 溶接リップシール法 

Welded Lip Seals (in the Course of preparation) 

PCC-2-2.6 配管に対する全周鋼製スリーブ 

Full Encirclement Steel Reinforcing Sleeves for Piping 

PCC-2-2.7* 補強プラグ付当て板すみ肉溶接法 

Fillet Welded Patches With  Reinforcing Plug Welds 

PCC-2-2.8* 溶接予熱（Pcm 等の代替規定含む） 

Alternatives to Traditional Welding Preheat 

PCC-2-2.9* PWHT 代替溶接法 

Alternatives to Postweld Heat Treatment 

PCC-2-2.10* 供用中溶接補修法（炭素鋼） 

In-Service Welding Onto Carbon Steel Pressure Components or 

Pipelines 

PCC-2-2.11* 溶接肉盛、クラッドの補修法 

Weld Build-up, Weld Overlay, and Clad Restoration 

PCC-2-2.12* 当て板すみ肉溶接 

Fillet Welded Patches 

PCC-2-2.13* ねじ、プラグの補修 

Thread or Welded Plug Repairs 

              * 2008 年版で追加                         

P354, 下から 13 行目, 2.3.1 項, 

ただし、既に述べたように機械学会原子力発電設備維持規格補修編(2004 年初版)で

はすでに ASME Sec XI と同じこのテンパービード法が規格化され、法規に引用されて

いる。 

 

以上 

  


